
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治１８（１８８５）年に最上流和算家 佐久間庸軒社中６名により稲荷神社 

に奉納された縦５０㌢×横１７０㌢の算額です。 

庸軒には２，０００有余名の門人がいましたが、そのほとんどは一般庶民でした。

和算文化の浸透は、庶民の身近な小さな社に算額を奉納するという行為からも、 

十分にうかがい知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

田村市指定有形民俗文化財 
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